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令和７年度厚生労働科学研究費補助金 

(障害者政策総合研究事業) 

 

強度行動障害を有する知的障害・発達障害に関わる医療従事者向け 

研修プログラム開発に向けた研究（24GC1007） 

分担研究報告書 

 

「地域支援体制づくりと地域ケア会議の持ち方」講義資料及び講義ビデオの修正 

 

分担研究者：吉川徹 （愛知県西三河福祉相談センター） 

 

     

Ａ．研究目的 

 強度行動障害を有する知的障害・発達障害者の診

療に際しては、医療機関のみで行うことの可能な介

入には限界があり、地域の多職種の支援者との連携

が不可欠である。 

そのために、地域での連携を可能とする体制づくり

への医療従事者としての貢献、および主催者もしく

は参加者としての地域ケア会議への関与のために

必要な姿勢、知識、技術について学習する機会を提

供することを研究の目的とした。 

こうした領域では際しては、座学のみの研修による

知識や技術の向上には限界があると考えられるこ

とから、ワークショップ形式での研修を開発し、研

修内容の定着を図ることとした。 

 

Ｂ．研究方法 

 令和 6年度に作成した講義、ワークを用いて、動

画視聴・オンライン・実地の 3段階から成る研修を

試行する。その試行結果に基づき、本研究班会議に

おいて講義、ワークの内容を検討し、修正を加えた。 

（倫理面への配慮） 

 本研究では公表されている既存の資料を用いた

構成としており、個人情報を取り上げていない。 

 

Ｃ．研究結果 

 講義資料作成に当たっては、最終的な目標をして、

強度行動障害の状態にある児者の診療に関わる医

療従事者が地域での支援体制づくりに積極的に関

与する姿勢とそのための基礎的な知識を獲得する

こと、および個別の事例についての地域ケア会議を

主催もしくは参加する際に必要な知識を獲得する

こととした。 

 講義資料の作成に当たっては先行する研究を参

照するとともに、近年の強度行動障児者の支援に関

する施策の動向などに関する公的情報を検索・収集

した。 

 ワークについては、最終的な目標を個別の事例へ

の支援に際して、有意義な地域ケア会議が開催でき、

医療従事者としてそれに貢献するための技術を獲

得することを目的とし、資料を作成した。 

 

 今年度行った試行から、強度行動障害事例の診療
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の経験の少ない受講者や地域ケア会議参加の経験

のない受講者にとっては、地域ケア会議の目的、構

成、実際の開催方法などに関して、目標の認識や具

体的な知識が不足していると考えられたことから、

追加の小講義を作成し、地域ケア会議への参加の候

補者となりうる人や機関についての提案と、より実

効性の高い地域ケア会議とするために、目標とすべ

き連携の形についての説明を行うこととした。 

 

Ｄ．考察 

 現状で、強度行動障害の診療経験は比較的特定の

医療機関に偏りやすく、地域のニーズに応えきれな

い状況になっており、研修プログラムの開発、施行

を通じて、広く医療従事者の診療スキルの底上げを

図ることが必要である。強度行動障害の診療経験の

少ない受講者を想定した、実践に繋がりやすい研修

プログラムの開発が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 令和 6年度に開発したプログラムに関し、研究班

での検討、研修の試行から得られた知見のフィード

バックに基づき、変更を加えた。これにより更に地

域での実践に繋がりやすい研修プログラムとなっ

たと考えられる。今後も随時の改訂作業を継続する

必要があると考えられた。 
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